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　Athird　report　is　made　on　the　investigations　of　the　mode　of　dis七ribu七ion　in　various　tissues　following
intravenous　injeetions　of　emulsified　phospholipid．
　It　was　reeognized　that　the　greater　part　of　injected　phospholipid　was　concentrated　in　Iiver　a七3hrs．
after　injection．
　The　phospholipid　content　in　other七issues（brain，　kidney，　heart，　Iung，　spleen，皿uscle　and　stomach＞wi七h
exception　of　intestine　showed　a　slight　increase　which　was　very　small　in　comparison　with　the　increase　as
seen　in　liver．
　The　greater　part　of　injec七ed　phospholipids　were　decomposed　in　liver．
　既に燐「指質（Lecithin及びCephalin）乳化液の注入後に
おける面し漿中の変動及び注入後，肝及び脾の燐脂質が増加
することが知られている。即ちPasternak＆Page（1932）1）
は人脳より抽出せるCephalinを家兎静脈内に注射し，そ
の運命について研究をし，血漿の燐脂質量は大量注射時に
は長時聞高値を示し，小量では憩速に減少すること，及び
組織では肝に大量注射時に著明な増量を認めるが少量では
変化を認めず，更に心，筋，脳，骨酪筋では珊々変化を認
めていない。しかし尿中に燐酸の排出量が増加する事実よ
り注入された燐脂質の水解の行なわれていることを考えて
いるが，肝の増加量のみでは注射した量に照合してすべて
の注入燐脂質が肝に貯えられ，水解されるとは考えられな
いと述べており，更に上記以外の組織では不明であった。．
またHeaven＆．　Bale（1929）2）は放射性燐をもつた燐脂質を
白鼠の股静脈に注射した後，脾，肝に著しい変化増量を認
め，水解最も盛なのは脾であると述べている。更に坂上
（1954＞3）は人脳より抽出せる燐脂質，（Lecithin，　Cephalin
及びSphingomyelinの混合）を家兎及び白鼠に瀞脈内注
射し肝，脾のみについて測定したところでは肝及び脾に燐
脂質の増量，また脾では更に脂肪の増量をそれぞれ認めた
と報じている。
　著者は脂質代謝の研究の一環としてこの点を更に詳細に
検討せんとした。即ち上述の研究においては肝，脾以外で
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は増加を来さないことをのべているが，これは肝，脾以外
の組織には注入燐脂質が全く分布しないのであるか，或は
また分布するとしても，分布の程度が肝，脾に比して遙か
に少ないために，注入量の少ないためその増加を量的に測
定出来ないのであるかを明かにする可く人脳より抽出せ
る，燐脂質を大量に諺脈内注射した後，肝，脾以外に腎，
脳，肺，心，骨酪筋，胃腸を調べこれら組織の燐脂質量を
肝の含：量が正常値に復するまで時間を追うて測定を行なっ
た。しかるところ，肝，脾においては明かに増量を来して
いるζとは従来の報告と一致することを認め，更に腎，脳，
肺，心，骨湯筋，胃の組織にもまた増量することを明かに
した。この実験結果を報告する。
　　　　　　　　実験動物並びに方法．
　実験動物として白鼠（150～200g）を用いた。燐脂質は人
目より分離したもので（生理的食塩水にて）10％乳化液と
して股静脈に5cc（500　mgの燐脂質）注射した。注射後3，
10，22時間及び44時聞後にそれぞれ上記の組織について
燐脂質量を測定した。燐脂質量は酸化後PをFiske－Sub－
barow4）法で測定し，．これに25を乗じて算出した。
　　　　　　　　　実験成績
前述の方法で得られた結果は第1表に示される。
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第1表　注射後の各時間における組織内燐脂質含量の変動．
　　　　　　　　　　　　　（A）
時間
（hrs．）
対照
3
10
22
44
肝
組織重量
　（湿）
　（．g）
????
燐脂質
総量
（mg）
162，0
477．0
268．5
225．1
153．8
燐脂質量
1009組織
　lg．）．
2．00
5．30
3．75
3．13
1，86
???
組織重量
　（湿）
　（g）
1．40
1．50
1．44
Z．58
1．41
燐脂質
総量
（mg）
55．6
97．5
86．4
98．7
62．6
　燐脂質量
　1009組織
一．一　（g）
?
．組織重量
　（湿）
　i（g）一”
4．03
6．75
6．00
6．24
4．42
1，35
1．11
1．11
1．25
1．28
燐脂質
総量
（mg）
23．6
42．5
22．5
25．7
23．8
燐脂質量
100g組織
　．Sgi
　1．75
　3．86
　2．00
　2．06
　1．86
（B）
対照
3
10
22
44
1．45
工37
1．12
L24
1．35
　肺
195
43．0
25．2
24．8
19．4
1．35
3．14
2，25
200
1，44
心
O．75
0．86
0．60
0．65
0．91
10．0
25．3
17．7
12．2
11．4
脾
1，32
2．95
2．95
1．87
1．26
O，35
0．33
0．36
0．31
0．38
5．2
14．0
15．0
6．3
5．2
1，50
4，25
4．17
2．04
’1．38・
（c）
筋
?
11．0
15．0
14．5
13．8
10．8
腸
対照
3
10
22
44
O．90
1．28
1．40
1．15
0，90
1．20
150
0．87
1．11
1．20
O．92
1．00
1．44
1，25
0．90
3．15
3．43
1．82
1．91
3．05
26．7
27．4
15．1
16．5
25．6
O．85
0．80
0．83
0．83
0．84
　肝においては対照動物では2．O％の燐脂質を含有するが，
注射動物では3時間で5．3％，10時聞で3．7％，22時間で
3．1％と時間とともに漸減し，44時間後では1．8％と正常
値に復した。
　脳では対照似下動物は略す）が4．O％であるが注射後，
3時間で6．7％，10時聞で6．0％，22時間で6．2％と砥ぼ同
一の増量度を示し，44時間後では4．4％と殆ど正常値に復
する。．
　腎では対照が1．7％で，注射後3時間で38％，10時聞で
2，0％，22時間で2．0％44時間では1．8％と正常値に復して
いる。
　肺では対照が1．3％で，注射後3時聞で3，1％10時間で
2．2％，22時開で2％と漸減し44時問後には1．4％と正常
値に復している。
　心では対照1．3％で注射後3時間では2．9％10時開でも
2．9％，22時置で1．8％と溜i減し44時聞後では正常値に復
す。
　脾では対照が1．5回目3時間後に4．2％，10時聞後には
4．1％，22時間後には2．O％，と漸減し44時間後には1．4％
と正常値に復す。
　胃では対照がO．9％で3時間後には1．0％，10時間後に
は1．4％，羽時間後では1．2％とほぼ同一値を示し，44時
間後にはO．9％と正常値に復す。
　腸では注射後も何等の変化も認められない。
　また筋では対照が0．9％で・3時間値は1．2％，10時闘後
では1．4％，22時間後には1．1％と軽度ながら一定の増加
を示し，44時間後には正常値に復している。
　一方組織含有総量の変化を見るに肝では，対照では160
mgであるが3時閥値は470　mgと著明な増加を示し，更
に10時間値は270mgと3時間値より滅少するもなお増：量
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を示す。22時間値は225mgで時間の経過とともに減少す
る。44時間後には全く増量が認められない。
脳では対照は56mgであるが注射3時間後では97　mg
と増加し，10時間値も86mg，22時問値も98　mgとほぼ
同一の含量を示し，更に44時間値も63mgとやや高い値
を示している。
　即ち肝に比較して増量の程度が少ないが減少するのも遅
いことが知られる。
　腎では対照23mgで3時間値は42ユngと増量し，10時
闘齢22mgt　22時間値は25㎎と既に10時開後では殆
ど正常値に復している。
　肝では対照19mgで，3時間値は43　mgと増量が認めら
れるが，10時間値では25mgと著明な押釦を示し，22時
聞値では24mgとなお高い値であるが，44時聞では正常
値に復している。．
　心では対照が10mgで3時間値は25　mgと増量する。10
時間値は17mg，22時聞値は12　mgと漸減し，44時間値
は正常に復している。
　脾では対照5mgで3時転職は14　mgと増量し，10時聞
値は15mgと同様の値を示すも22時間値は6mgと減少
し，44時聞では正常値に復している。
　胃では対照11mgで3時聞値は15　mgと軽度の増量を
示し，10時聞値，22時野守もそれぞれ14mg及び13　mg
であり44時間では正常値に復している。
　腸では対照に比して注射後も何等の増量が詔められな
い。
　以上の成績より見るに，燐脂質注射によって，肝，脳，
腎，肺，心，脾，筋及び胃の各組織に注入された燐脂質が
導入される。しかして脳以外の組織は何れもその量的変化
と比例している。また注入燐脂質の大半は肝に摂取せられ
ることが明かである。
考 按
　燐脂質の乳化液の注射後の各組織の含量の時間的変動を
追求して前述の如ぎ成績を得た。
　肝及び脾では既にPasternakその他の研究者が認めて
いる如く著明な増加を来すことが知られた。組織100g当
りの増加度はこれらの二つの組織が他の組織に比して最大
を示した。しかし，増量を認められた組織は肝，脾のみで
なく，脳，腎，肺，心，胃，筋にもこれが認められた。た
だ，その増量の程度は上記の二つの組織に比して小であっ
た。腸のみは：量的変化が注射後唯々認められなかった。
　一方注入された燐脂質の各組織に摂1反される割合を組織
含有総旦の変化より見るには3時間後では注入燐脂質のほ
ぼ80％が肝に導入されている。従来の肝，脾以外の組織に
増加が認められないとい．う報告は注射後短時間で検索した
ためであり，従って注入された後早期には肝に殆ど注入燐
脂質が摂取され，後家第に肝では滅少し外の組織の摂取量
も増加してくるものであろう。この事実は当教室の他の研
究者によるP3字・含有Lecithinの乳化液を注射した実験で
も認められ，注射後1時間後に注入P3L’一燐脂質の90％が
肝に存在するのが知られており3時間後ではやや減少す
る。肝以外の組織にもP3L’　・・含有燐脂質の存在が認められる
が脾が最も多く，他の組織は遙かに少ないことが知られて
bる。また燐脂質量の測定値は〔200mg）注射時，肝，脾以
外には変化が認められない。これらの実験事実と照合し，
次の点が明かである。即ち注入された燐脂質は肝，脾，腎，
心，肺，胃腸，筋，及び脳の各組織に分布する。しかしそ
の程度は肝，脾とそれ以外の組織とは大きな差異があり，
就中肝に注入量の80％以上が集中的に摂i取せられ残りの
部分が肝以外の各組織に分布する。それ故，注入量の小な
る時は肝，脾，以外では量的変化が著明に現われない。
　しかし，大量を注入した時は明かに肝，脾以外の組織に
おいても増量が認め得るようになる。
　なお今回の実験では腸には量的に何等の増加を認めるこ
とがでぎなかったが，P：；L）・含有燐階質注入の際の成績では
腸にも明かにP32含有燐脂質の存在を認めており，この点
の差異は何の原因に基づくかは明かな説明をすることがで
きないが恐らくは分解並びに合成機構の速度，即ち交替度
が著しく早いため量的には変化が表われないであろう。ま
た反対に著者の成績では脳も明かな増量を認めているが
P3Z）一含有燐脂質注入の成績では脳には，腸よりも少なく分
布していることが認められている。
　以上の如く，注入された燐脂質が各組織に分布すること
が明かになったが，訳にこれらの燐脂質は如何なる消長を
示すかを知るべく，注入後の時聞を変えて組織内燐脂質量
の変化を慨した。
　注射前の含有量と，注射後3，10，22，44時間における含
量を比較せる結果では各組織ともに時間の経過に伴ない減
量する。しかして肝，脾，脳では10時間後においても明か
に未だ正常値より大なる含量を示すが，他の組織では対照
と軽度の差が認められるに過ぎない。従って注入された燐
脂質はこの問に分解せられるものであると考えられる。
　従来，肝除去動物における実験で腎，腸にも燐脂質合成
能のあることが知られているが正常時では主として体内の
燐脂質の合成は肝で行なわれこれが血中に出て外の組織に
移動すると考えられている。しかしながら，これ等燐脂質
の分解機構に関しては合成過程の研究に比して報告が多く
ない。通常合成能の大なる組織は分解能も大であると考え
られているが，著者の成績はこの事実を支持する結果とな
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つている。即ち，一過性に各組織に増量した燐脂質の減少
の度を見るに同一旧聞後において，肝では最大量の滅少が
認められる点より肝が合成の場合と同様燐脂質分解に際し
てもまた主要な組織であることが明かである。
　肝以外の組織においては増量し燐脂質が時開とともに消
失することはそれらの組織における燐脂質の水解の行なわ
れることを示すものであろう。
要
?
　1．燐脂質乳化液を大量注射してその体内の分布を検索
した。
　2．注入された燐脂質の大半は肝に分布する。3時聞後
の肝の増量は注射量の80％に及ぶ。
　3．肝以外の組織（脳，．腎，心，肺，脾，筋，胃，腸）に
ついては腸を除ぎ，何れも増量することが知られた。しか
しこれらの組織の増量は肝に比して極めて小であった。
　4．分布した注入燐脂質の分解には，肝が主要な役割を
演ずる組織なることが明かとなった。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．9．11受付）
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